
佐伯市 米水津
宮野浦地区 むらの覚悟委員会

よのうづ



米水津（よのうづ）地区の位置

※合併前



米水津地区の地形（航空写真）



宮城県石巻市 女川地区の航空写真

【女川地区】 女川病院からの風景
海岸近くにあったビル（５階建て）が津波によって倒壊
津波の高さ 約２３～２５ｍ （撮影：事務局 増井）

お な が わ



宮野浦地区は、人口約４００人に
対して、水産加工会社（１６社）に
従事する人が約５００人もいます。

（工場内の風景）
中国から来た
若い研修生も
たくさんいます。
（現在約５０名）



発災後、自衛隊や警察、消防からの
救助が来るまでの 約３～５日間、
少しでも多くの人が生きのびるために
何か対策をしておかなければ、
地区が全滅してしまう・・・



このようなことが、きっかけで
ＮＰＯ法人からのご協力もあり

宮野浦地区の
「地震・津波に対する防災計画」

↓
「むらの覚悟」計画

の話し合いがスタートました。



「むらの覚悟」 名称の意味

１ 地震・津波は必ず来る！
その覚悟しておこう！

２ 絶対に生き延びる！
そのための覚悟をしておこう！



平成２３年１０月
「むらの覚悟」委員会 活動開始



「むらの覚悟」委員会 会議風景

定着化を図るため
毎月 第１木曜日 午後７時３０分開始



高齢者のことも考えて ごくごく、
簡単な 「５つの決めごと」 と、
生き延びるための避難所を造ろうと
冊子を作り、全戸に配布しました。



（その後の主な活動） 平成２４年度～

①２次避難所の建設
②危険箇所の検証及び避難路の整備
③地区民の協力による備蓄品の収集活動
④水源の確保
⑤大津波を想定した独自の避難訓練
⑥児童・生徒に対する防災学習の実施
⑦高齢者の避難を高める活動
⑧冊子「むらの覚悟」第２版の発行
⑨女性役員を増やす取り組み
⑩防災意識を絶やさない取り組み など



（２次避難所の建設）
防災のシンボルとして
輸出用コンテナによる
防災備蓄倉庫を設置



平成２４年９月末 改修完了



現在の状況
１棟は災害対策本部用に改修

（宮崎日日新聞の取材の様子）



地区民たちによる避難所づくり
（ワイヤー取付け作業風景）



（活用された様子）平成２４年１１月１１日 避難訓練時



広瀬知事が避難訓練に視察



平成２４年１０月下旬と、平成２５年２月下旬に
地区全世帯に備蓄品の提供をお願いしました。

（地区民の協力による備蓄品の収集活動）



各家庭に眠っていた鍋やバケツ類が多く
集まりました



コンテナ（備蓄倉庫）内の状況



防寒用の衣類を段ボールに収納しています



現在の２次避難所 全体図

標高：約２０ｍ 面積：５００坪
土地名義：佐伯市からの無償貸与
土地造成：工事排土による「かさ上げ」



平成２６年９月２７日（土）
第２回目 避難所宿泊体験 １０名

（児童・生徒に対する防災学習の実施）



地元の小学生を避難所にて宿泊体験



炊き出し訓練の様子



「むらの覚悟」第２版の発刊



日本文理大学の協力で「３Ｄ画像」による
わかりやすい予想図も掲載しています。

宮野浦地区の津波浸水予想図（１１ｍライン）



平成２５年４月２０日
ノルディックウォーク 講習

（高齢者の避難を高める活動）



用具を使用して散歩する高齢者が増えました！



地区外の人でも、避難所がわかるように
「のぼり旗」を設置 （全ての１次避難所）

（防災意識を絶やさない取り組み）



小中学生から募集した「津波標語」による
案内標識の設置



１次避難所に向かう入り口付近に設置しています



最後に・・・
ここまで、取り組めたのは、地元の役員を
はじめ、多くの方からのご協力なくしては
到底実現できませんでした・・・。



その感謝の気持ちを忘れずに、今後も皆様にさらなる
英知と行動力をいただきながら、次世代を担う子供
達のためにも、地道に継続して活動していきたいと
考えています。


